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　戦後 80年を迎えた 14日から 17 日まで、名古屋市東区で「あ
いち・平和のための戦争展」が行われました。同展示会では「被
害」と「加害」の双方の立場から戦争の記録・記憶を継承する
とともに、現在の政治・社会を見つめ「戦争のない平和な未来」
を展望する立場から 29 の展示ブース、講演など 13 のステー
ジ企画がありました。会場がある矢田・大幸地域は、かつて軍
用機のエンジンをつくる「三菱重工名古屋発動機製作所」が立
地していた場所で、1944 年 12 月の空襲で工場が狙われ甚大
な被害を受けた所です。特別展示は「ヒロシマ・ナガサキ特別
展」と「名古屋空襲展」でした。（2面に関連記事）

戦後・被爆 80年の「戦争展」
過去・現在・未来に向き合って

　
日
本
共
産
党
愛
知
県
委

員
会
は
15
日
、
名
古
屋
市

の
金
山
駅
南
口
で
戦
後
80

年
の
「
終
戦
の
日
」
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。
も
と
む

ら
伸
子
衆
院
議
員
、
す
や

ま
初
美
党
愛
知
県
副
委
員

長
ら
が
、
自
公
政
権
の
大

軍
拡
を
批
判
し
、
反
戦
平

和
、
核
兵
器
廃
絶
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
も
と
む
ら
議
員
は
、「
参

議
院
選
挙
で
『
核
兵
器
は

安
上
が
り
』
と
主
張
す
る

候
補
が
議
席
を
得
た
こ
と

は
極
め
て
残
念
。ICAN

の
試
算
で
も
14
兆
円
か
か

る
。『
核
抑
止
』
の
考
え

は
核
戦
争
の
リ
ス
ク
を
広

げ
、
広
島
・
長
崎
の
地
獄

を
容
認
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
い
ち
早
く
核
廃
絶

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

核抑止ではなく核廃絶を
共産党県委　終戦の日宣伝

原
爆
の
惨
禍
伝
え
る

名
古
屋
空
襲
を
地
図
で
解
説

愛知の軍需拠点化告発
　
愛
知
県
と
そ
の
周
辺
に
は
現
在
、
三
菱
重
工

や
川
崎
重
工
な
ど
自
衛
隊
に
装
備
を
納
入
す
る

「
軍
需
産
業
」
が
集
中
立
地
。「
軍
需
拠
点
化
許

さ
な
い
」
と
10
月
の
日
本
平
和
大
会
成
功
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
県
平
和
委
員
会
の
展
示

名
古
屋
空
襲
の
被
害
を
図
示
す
る
地
図
。
三
菱
重
工
（
東
区
）、陸
軍
造
兵
廠
千
種
工
場
（
千
種
区
）、

愛
知
時
計
電
機
（
熱
田
区
）
な
ど
軍
需
工
場
が
爆
撃
さ
れ
る
と
と
も
に
、
木
造
住
宅
が
密
集
す
る
中

心
市
街
地
が
焼
夷
弾
（
し
ょ
う
い
だ
ん
）
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た 暗

黒
社
会

許
さ
な
い

「愛知県原水爆被災者の会」（愛友会）による原爆の惨禍を伝える絵画の展示 三菱の拠点だった矢田で

「終戦の日宣伝」に取り組む（左から２人目）もとむら伸子衆院議員、すや
ま初美党愛知県副委員長＝ 15 日、名古屋市・金山駅南口

　
戦
争
に
反
対
し
た
人
た
ち
を
弾

圧
・
処
罰
し
た
悪
法
・
治
安
維
持
法

被
害
者
へ
の
補
償
を
求
め
、
暗
黒
社

会
復
活
に
反
対
す
る
「
国
賠
同
盟
」

の
展
示
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愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
長
野
、

静
岡
の
各
県
お
よ
び
関
連
市
町

村
、
事
業
者
、
金
融
機
関
、
大
学

な
ど
が
共
同
で
「
ア
ジ
アNo.1

航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

特
区
」事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
が
初
め
て
愛
知
、
岐
阜
、
名
古

屋
市
な
ど
を
「
国
際
戦
略
総
合
特

区
」
に
指
定
し
た
の
は
２
０
１
１

年
12
月
22
日
。
そ
の
後
区
域
が
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
区
の
目
標
は
、
海
外
の
完
成

機
メ
ー
カ
ー
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

点
と
し
て
、
一
次
下
請
け
の
機
体

メ
ー
カ
ー
、
二
次
下
請
け
の
部
品

メ
ー
カ
ー
や
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー

な
ど
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
。
進
出

企
業
は
税
制
、
金
融
上
の
支
援
な

ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
大
軍
拡
を

進
め
る
国
、「
産
業
振
興
」
を
掲

げ
る
県
、
名
古
屋
市
が
連
携
し
、

軍
需
産
業
の
事
実
上
の
基
盤
強
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。（
地
図

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
名
古
屋
市
熱
田
区
の
書
店
内
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
７
日
か
ら
23
日
ま
で
「
熱

田
空
襲
」
の
資
料
展
示
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
は
「
熱
田
空
襲
遺
跡
を

守
る
有
志
の
会
」。

　
熱
田
空
襲
は
終
戦
直
前
の
１
９
４
５

年
６
月
９
日
、
米
軍
に
よ
る
空
爆
に
よ

り
８
分
間
で
２
０
０
０
人
を
超
す
死
者

が
出
た
一
大
悲
劇
。
狙
わ
れ
た
の
は
、

熱
田
区
千
年
（
ち
と
せ
）・
船
方
地
域

に
立
地
し
て
い
る
軍
需
工
場
、
愛
知
時

計
電
機
と
そ
の
子
会
社
、
周
辺
地
域
。

　
会
社
敷
地
の
角
に
は
住
民
犠
牲
者
を

悼
む
「
平
和
地
蔵
尊
」
が
あ
り
ま
す
。

会
社
は
昨
年
春
、
転
倒
防
止
を
理
由
に

撤
去
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、「
有
志

の
会
」
が
会
社
、
市
な
ど
に
働
き
か
け

安
全
保
存
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
あ
い
ち
・
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
」
内
の
ス

テ
ー
ジ
企
画
で
17
日
、「
南

京
事
件
」（
南
京
大
虐
殺
）

と
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
笠
原

十
九
司
都
留
文
科
大
学
名

誉
教
授
（
中
国
近
現
代

史
）。

　

南
京
事
件
と
は
、

１
９
３
７
年
12
月
、
中
国

全
面
侵
略
戦
争
の
中
で
旧

日
本
軍
が
当
時
の
首
都
・

南
京
を
攻
略
し
、
２
カ
月

に
わ
た
り
捕
虜
・
一
般
市

民
を
無
差
別
に
虐
待
・
殺

害
し
た
事
件
の
こ
と
。

　

笠
原
氏
は
、「
令
和

書
籍　

国
史
教
科
書

講演する笠原十九司都留文科大学名
誉教授＝ 17 日、名古屋市

南京大虐殺を否定した河村市長（当時）に抗議する共産党市議団の活動や、
虐殺否定論に反論する石川賢作日中友好協会愛知県連会長の談話を掲載し
た「愛知民報」２０１２年３月４日号の紙面

２
０
２
４
年
版
」
に
お
け

る
南
京
事
件
の
記
述
を
紹

介
。「
殺
害
さ
れ
た
の
は

『
便
衣
兵
』（
ゲ
リ
ラ
）」「
当

時
の
南
京
の
人
口
は
20
万

人
で
、
30
万
人
虐
殺
の
根

拠
は
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
」
と
い
っ
た
記
述
に

対
し
「
殺
害
さ
れ
た
の
は

捕
虜
や
投
降
兵
、
20
万
人

は
南
京
市
全
体
の
人
口
で

は
な
い
。
虐
殺
事
件
の
死

者
は
概
数
で
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
で
『
30
万
い
な

か
っ
た
ら
虐
殺
で
は
な

い
』
と
い
う
の
は
フ
ェ
イ

ク
。
ま
た
、
他
社
の
教
科

書
で
は
『
諸
説
あ
る
』
と

い
う
国
の
公
式
見
解
の
範

囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
背
景
に
極
右
組
織
「
日

本
会
議
」
が
政
界
に
浸
透

し
て
お
り「
虐
殺
否
定
論
」

を
教
科
書
に
書
く
よ
う
検

定
基
準
が
改
悪
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。「
公
然

と
南
京
事
件
を
否
定
す
る

者
が
国
会
議
員
に
な
っ
て

い
る
政
治
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
で
た
ら
め
な
戦
争

認
識
の
極
右
議
員
は
選
挙

で
落
と
そ
う
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

自治体が軍需産業の基盤強化

名古屋空襲関連データ
　名古屋市は、昨年４月１日に制定、施行した条例で、５
月 14 日を「なごや平和の日」と定めています。市は名古
屋空襲の惨禍を伝えるリーフレットを配布しています。
　空襲の概要は以下の通り。
　期間＝ 1942 年４月 18 日～ 45 年７月 26 日。爆撃機飛来
＝約 2600 機。回数＝ 63 回。死者＝ 7858 人。
〇名古屋市内の主な空襲
　1944 年 12 月 13 日＝名古屋市へ初空襲（三菱重工名古
屋発動機製作所）が標的
　1945 年３月 19 日＝市街地中心部
　1945 年５月 14 日＝名古屋城が焼失
　1945 年６月９日＝熱田空襲（愛知時計電機への爆撃）

８分間に２０００人犠牲
アジアNo1. 航空宇宙産業クラスター形成特区

「熱田空襲」地元書店で市民展示会

笠
原
氏
主
張
「
極
右
議
員
は
選
挙
で
落
と
そ
う
」

　
名
古
屋
市
の
広
沢
一
郎

市
長
は
４
日
の
会
見
で
、

関
係
が
途
絶
え
て
い
た
中

国
・
南
京
市
と
の
交
流

を
「
再
開
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
当
時
の
河
村

た
か
し
市
長
は
２
０
１
２

年
２
月
20
日
に
、
南
京
市

の
代
表
団
が
市
役
所
を
訪

れ
た
際
「
南
京
事
件
は
な

か
っ
た
」
と
発
言
し
て
い

ま
し
た
。広
沢
市
長
は「
河

村
さ
ん
の
発
言
は
個
人
的

な
も
の
」「
市
の
立
場
は

『
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
る
』

に
つ
き
る
。
戦
闘
行
為
は

あ
っ
た
が
諸
説
あ
る
。
政

府
の
見
解
」
と
釈
明
し
ま

し
た
。

　
本
紙
は
２
０
１
２
年
３

月
４
日
号
で
河
村
氏
の
発

言
に
抗
議
す
る
共
産
党
市

議
団
の
活
動
な
ど
を
報
道

し
ま
し
た
。

広
沢
名
古
屋
市
長
会
見
で
釈
明

河
村
発
言
は
「
諸
説
」

「
な
ご
や
平
和
の
日
」
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

南
京
大
虐
殺
否
定
論
に
反
論
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配
達
の
朝
汗
の
手
に
カ
ン
パ
受
く

　
　
　
　
　
　
（
東
郷
町
）
三
宅
み
つ
子

　
（
評
）
暑
い
中
、「
赤
旗
」
を
配
達
さ
れ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
戴
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
。「
頑
張
っ
て
」
と
の
励
ま
し
に

胸
を
熱
く
さ
れ
た
の
だ
。

　
う
れ
し
き
こ
と
の
一
つ
今
日
蝉
の
鳴
く

（
中
川
区
）
井
上
令
子

　
蝉
時
雨
我
は
治
ら
ぬ
病
と
ぞ

（
設
楽
町
）
長
岡　
努

　
ピ
ッ
カ
ピ
カ
羽
割
っ
て
飛
ぶ
天
道
虫

（
北
区
）
菊
田
道
敏

　
「
入
り
口
に
メ
ダ
カ
の
店
」
と
待
ち
合
わ

す

（
豊
橋
市
）
折
目
恵
子

　
戦
争
の
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
語
り
継
ぐ

（
天
白
区
）
か
と
う
と
し
こ

　
蝉
時
雨
朝
一
番
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

（
千
種
区
）
山
田
邦
代

　
波
立
ち
ぬ
水
の
宇
宙
船
油
照
り

（
名
東
区
）
仲
野
チ
イ
子

　
天
空
の
水
面
か
す
め
夏
茜

（
名
東
区
）
杉
本
一
夫

　
一
列
に
同
じ
団
扇
の
一
団
体

（
日
進
市
）
西
本
君
江

　
地
下
街
の
ア
リ
を
追
い
越
す
ヒ
ト
の
街

（
名
東
区
）
田
崎　
晶

　
「
脂
の
の
っ
た
鰹
あ
が
り
」
板
前
の
声

（
岐
阜
市
）
庸
子

　
蛸
を
ま
ず
弁
当
折
に
迷
う
箸

（
千
種
区
）
り
ゑ

　
熱
海
富
士
今
日
は
高
安
夏
盛
り

（
名
東
区
）
河
合
眞
理
子

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
妻
い
な
い
！
ま
っ
し
ろ
に
な
る
吾
が
頭
午

後
八
時
過
ぎ
保
護
知
ら
さ
れ
る

（
北
名
古
屋
市
）
半
谷
弘
男　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
評
）
認
知
障
害
の
妻
が
い
な
く
な
っ
た

時
の
不
安
、
焦
燥
が
初
句
に
端
的
だ
。

　
見
え
ぬ
も
の
に
抗
う
娘
よ
吾
は
た
だ
す
べ

な
く
手
を
と
り
見
守
る
の
み
か

（
昭
和
区
）
鉢
野
ま
ゆ

　
（
評
）
精
神
に
障
が
い
を
抱
え
る
娘
の
発

症
時
の
母
親
の
苦
悩
を
そ
の
ま
ま
に
歌
う
。

　
一
滴
の
ミ
ル
ク
を
欲
し
い
と
言
え
な
く
て

死
に
お
い
や
ら
れ
た
子
ら
に
祈
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
区
）
井
上
令
子

　
（
評
）
ガ
ザ
地
区
に
恐
る
べ
き
飢
餓
が
進

行
し
て
い
る
時
、
私
た
ち
に
出
来
る
事
は
。

　
「
大
府
平
和
芽
ぶ
き
の
会
」
に
花
を
活
け

る
紫
蘭
と
ヤ
ツ
デ　
自
信
持
つ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
府
市
）
糠
谷
京
子

　
（
評
）
平
和
の
集
い
に
作
者
は
花
を
生
け

た
。
結
句
は
会
へ
の
呼
び
か
け
で
も
あ
る
。

　
語
り
継
ぎ
若
き
と
と
も
に
歩
ま
ん
よ
平
和

を
め
ざ
し
老
い
た
れ
ば
こ
そ

　
（
天
白
区
）
加
藤
と
し
こ

　
（
評
）
平
和
へ
の
歩
み
を
若
者
に
引
き
継

ご
う
と
す
る
老
い
と
し
て
の
自
覚
の
歌
。

　
理
由
も
な
く
好
き
に
な
れ
な
い
花
も
あ
る

朱
色
の
カ
ン
ナ
燃
ゆ
る
火
の
色

（
豊
橋
市
）
折
目
恵
子

　
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
し
地
人
会
「
こ
の
子

た
ち
の
夏
」
さ
ら
に
広
ま
れ　
　
　
　

（
設
楽
町
）
長
岡　
務　

　
豊
橋
に
も
八
〇
余
国
の
人
が
住
む
共
に
生

き
ん
と
朝
の
あ
い
さ
つ　
　

（
豊
橋
市
）
い
い
む
ら　
す
ず

次
回
締
め
切
り　
8
月
31
日
必
着
。　

【
応
募
規
定
】　
俳
句
３
句
。
短
歌
３
首

ま
で
。
詩
20
行
以
内
。
住
所
、氏
名（
匿

名
可
）、
電
話
明
記
。
二
重
投
稿
不
可
。

犬
飼
孝
昌
選

津
田
道
明
選

短
歌
短
歌

読者の一筆
★
身
近
で
、
私
の
好
き
な
新
聞

　
「
愛
知
民
報
」
は
ど
の
く
ら
い
の
人
が

読
ん
で
い
る
の
か
な
。
私
は
、
自
分
の
名

前
を
ク
イ
ズ
当
選
者
に
探
し
、「
読
者
の

一
筆
」
に
名
前
が
載
る
と
う
れ
し
く
な
っ

て「
出
た
よ
！
」と
知
ら
せ
る
の
で
す
が
、

読
ん
で
い
な
い
人
が
多
く
て
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。

　
以
前
の
「
歴
史
的
建
造
物
」
連
載
は
と

て
も
好
き
で
仲
間
と
歩
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
と
て
も
身
近
に
感
じ
て
い
て
、
私

の
好
き
な
新
聞
で
す
。

（
春
日
井
市
）
鵜
飼
モ
ト
美

★
87
歳
。
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
末
に
見
つ
か
っ
た
右
顎
下
リ
ン
パ

節
の
腫
瘍
も
治
療
の
結
果
消
え
て
、
い
ま

は
元
々
の
間
質
性
肺
炎
と
つ
き
あ
っ
て
い

る
87
歳
で
す
。
体
も
動
か
ず
、
話
を
す
る

の
も
咳
き
込
む
た
め
、
活
動
ら
し
い
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
「
愛
知
民
報
」
は
楽
し
く
読
ん
で
い
ま

す
。

（
小
牧
市
）
野
村
健
一

★
一
人
を
大
切
に
で
き
な
い
と

　
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
菜
津

紀
さ
ん
の
講
演
会
「
紛
争
地
、
被
災
地
に

生
き
た
人
々
の
声
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
感
想
文
に
は
「
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生
の
声
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
沖
縄
、
福
島
、
シ
リ
ア
、
私
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
様
々
な
物
語
が
あ
る
の
だ

と
感
動
し
ま
し
た
。〝
一
人
の
人
間
を
大

切
に
で
き
な
い
と
、
み
ん
な
を
大
切
に
で

き
な
い
〟
と
の
言
葉
に
納
得
で
す
」
と
あ

り
ま
し
た
。

（
安
城
市
）
太
田
月
子

★
地
球
の
こ
れ
か
ら
は

　
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
熱

で
、
す
べ
り
台
な
ど
に
う
っ
か
り
触
れ
る

と
や
け
ど
し
そ
う
で
す
。
地
球
の
こ
れ
か

ら
は
、
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

（
北
区
）
山
川
喜
久
子

★
八
月
は
、
平
和
を
考
え
る

　
津
島
図
書
館
で
戦
争
を
語
り
継
ぐ
朗
読

グ
ル
ー
プ
「
空
缶
」
の
朗
読
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
絵
本
や
詩
と
と
も
に
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
授
賞
式
の
田
中
照
巳
さ
ん
の
演

説
も
あ
り
多
彩
で
し
た
。
改
め
て
戦
争
は

し
て
は
い
け
な
い
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。

（
津
島
市
）
桜
井
久
美
子

　
◇
ち
く
さ
反
核
・
平
和

コ
ン
サ
ー
ト　

28
日
㈭

午
後
６
時
半
。
ち
く
さ

座
（
千
種
文
化
小
劇
場
）。

一
般
１
０
０
０
円
ほ
か
。

実
行
委
員
会
☎
０
９
０

（
２
９
２
４
）
６
２
９
５
、

フ
ァ
ク
ス
０
５
６
１

（
７
３
）
５
３
８
４

　
◇
名
東
８
人
寄
席
（
朗

読
・
マ
ジ
ッ
ク
・
講
談
。

落
語
・
漫
談
）　
30
日
㈯

午
前
11
時
・
午
後
３
時
。

つ
ぶ
れ
そ
う
劇
場
（
名
東

区
一
社
３
丁
目
66
―
66
ビ

ジ
ョ
ン
一
社
１
０
３
）。

前
売
り
１
５
０
０
円
ほ
か

（
予
約
制
）。
☎
０
９
０

（
６
０
７
６
）
７
２
９
８

（
野
崎
さ
ん
）

　
◇
映
画
上
映
会
『
友
達

や
め
た
』（
今
村
彩
子
監

督
）　
30
日
㈯
午
後
２
時
。

青
少
年
宿
泊
セ
ン
タ
ー
プ

レ
イ
ル
ー
ム
（
名
古
屋

市
緑
区
大
高
町
蝮
池
４

―
６
）。
大
人
１
０
０
０

円
ほ
か
（
先
着
順
）。
実

行
委
員
会
☎
０
９
０

（
７
６
７
７
）
０
６
６
７

（
溝
口
さ
ん
）

　
劇
団
前
進
座
が
10
月

13
、
14
の
両
日
、
戦
後
80

周
年
特
別
公
演
『
笑
い
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
！
』

（
脚
本
・
朱
海
青
、
演
出
・

鵜
山
仁
）
を
名
古
屋
市
中

区
の
日
本
特
殊
陶
業
市
民

会
館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で

上
演
し
ま
す
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
落

語
」。
戦
時
下
だ
っ
た

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年

の
東
京
を
舞
台
に
、
当
局

か
ら
口
演
を
禁
じ
ら
れ
た

演
目
「
禁
演
落
語
」
と
戦

意
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に

も
て
は
や
さ
れ
た
「
国
策

落
語
」に
光
を
当
て
ま
す
。

公
演
で
は
、
前
進
座
メ
ン

バ
ー
が
寄
席
の
雰
囲
気
を

再
現
し
ま
す
。
出
演
は
、

藤
川
矢
之
輔
、柳
生
啓
介
、

嵐
芳
三
郎
、
浜
名
美
貴
ほ

か
。

　
13
日
㈪
午
後
２
時
、
14

日
㈫
午
前
11
時
・
午
後
３

時
。
14
日
午
後
３
時
の
部

が
愛
知
県
日
本
共
産
党
後

援
会
な
ど
の
協
賛
公
演
で

す
。
後
援
会
優
待
の
料
金

は
、
Ａ
席
７
５
０
０
円
、

Ｂ
席
４
５
０
０
円
、
Ｃ
席

３
１
５
０
円
（
各
回
と

も
）。☎
０
５
２（
２
６
１
）

３
４
６
１

　
土
井
敏
彦
県
後
援
会
長

は
、「
国
民
を
戦
争
に
動

員
す
る
た
め
に
様
々
な
統

制
が
敷
か
れ
た
時
代
に
落

語
家
は
ど
の
よ
う
に
高
座

を
守
っ
た
の
か
興
味
を
そ

そ
そ
り
ま
す
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

前
進
座

『
笑
い
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
！
』

名
古
屋
公
演
10
月

　
「
県
立
高
校
エ
ア
コ
ン

代
の
保
護
者(PTA)

負

担
廃
止
を
」
―
―
８
月
７

日
、
愛
知
県
知
事
と
県
教

育
長
宛
に
申
し
入
れ
。
47

都
道
府
県
の
エ
ア
コ
ン
代

負
担
状
況
の
調
査
結
果
も

伝
え
ま
し
た
。

　
愛
知
県
は
、
理
科
室
な

ど
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン

使
用
料
（
設
置
費
用
）
は

PTA

負
担
。
全
日
制
で
、

最
大
２
万
６
４
０
円
（
一

人
あ
た
り
年
額
）
負
担
の

学
校
も
。

　
学
校
間
で
大
き
な
格
差

が
生
じ
て
い
ま
す
。
負
担

解
消
と
特
別
教
室
や
準
備

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
も

要
望
し
ま
し
た
。
愛
知
県

側
は
、「PTA

負
担
を

良
し
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
残
っ
た
特
別
教
室
エ

ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
」と
回
答
。

　
「
全
国
47
都
道
府
県
の

高
校
エ
ア
コ
ン
負
担
状
況

を
調
査
」
の
件
で
、
同
日

記
者
会
見
を
行
い
愛
知
が

遅
れ
て
い
る
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た（
調
査
は
、

愛
知
県
議
会
事
務
局
へ
依

頼
）。

　
エ
ア
コ
ン
使
用
費
負
担

に
つ
い
て
、
全
額
公
費
負

担
は
68
％
（
32
都
府
県
）

で
し
た
。
公
費
負
担
が
多

数
派
で
す
（
愛
知
県
は
、

県
とPTA

そ
れ
ぞ
れ
負

担
）。

　
今
回
、
明
ら
か
に
し
た

全
都
道
府
県
の
状
況
を
民

主
団
体
や
県
民
に
も
発
信

し
て
伝
え
共
有
し「PTA

負
担
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な

い
。
解
消
で
き
る
！
」と
、

県
民
の
み
な
さ
ん
と
声
を

あ
げ
、
す
べ
て
の
教
室
へ

エ
ア
コ
ン
公
費
で
設
置
を

と
力
を
合
わ
せ
た
い
。
隠

れ
教
育
費
、PTA

（
保

護
者
）
負
担
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
も
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
し
も
お
く
奈
歩
県
議
）

　
総
務
省
消
防
庁
が
各
都

道
府
県
か
ら
収
集
し
た

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
今
年

８
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
間
に
、
熱
中
症
の
疑
い

で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
員

（
速
報
値
）
は
７
５
７
８

人
で
し
た
。
愛
知
県
で
は

５
０
４
人
で
し
た
。
県
内

で
の
５
月
か
ら
の
累
計
は

４
６
７
０
人
。
う
ち
少
年

が
４
０
４
人
で
全
国
ト
ッ

プ
、
死
亡
（
初
診
時
）
７

人
は
全
国
２
位
。
発
生
場

所
は
多
い
順
に
「
住
居
」

２
０
５
人
、「
仕
事
場
（
建

築
現
場
な
ど
）」95
人
、「
道

路
」
94
人
で
し
た
。

熱
中
症
搬
送
県
内
の
状
況

県
立
高
校
エ
ア
コ
ン
県
費
負
担
を

し
も
お
く
県
議
が
県
、
県
教
委
に
申
入
れ
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豊橋市　折目惠子さん

天白区　池田美恵子さん

檜扇（ヒオウギ）津島市　岡山貴久代さん

港区　渡辺直子さん

　
―
―
改
正
ポ
イ
ン
ト
は

　
松
井　
一
つ
目
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

の
上
限
を
原
則
撤
廃
し
、

初
回
の
任
用
に
あ
た
っ
て

も
、
定
期
昇
給
に
あ
た
っ

て
も
、「
常
勤
職
員
と
同

様
」
に
上
限
を
設
け
な
い

こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
明

確
に
し
た
こ
と
で
す
。

　

非
正
規
公
務
員
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
は
、
愛
知
県
内
55
自
治

体
で
５
万
２
２
０
０
人
。
職
員
の
半
数
以
上
が
非
正
規
で
あ
る
自
治

体
が
県
下
の
半
数
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
（
下
表
）。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
総
務
省
は
６
月
25
日
に
「
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改

正
し
ま
し
た
。
給
与
の
上
限
が
撤
廃
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
前
進
が
あ

り
、
労
働
組
合
な
ど
の
運
動
の
成
果
で
す
。
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

の
松
井
克
徳
執
行
委
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

松井　克徳
自治労連愛知県本部執行委員

会計年度
任用職員

自
治
体 処遇改善のチャンス

総
務
省
が

　
国
か
ら
最
低
賃
金
（
最
賃
）
引
き

上
げ
の
目
安
を
う
け
、
さ
ら
に
上
積

み
求
め
る
運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
地

賃
審
）
は
、
全
労
連
・
愛
労
連
に
よ

る
最
低
生
計
費
調
査
を
審
議
資
料
に

採
用
し
ま
し
た
。
同
調
査
資
料
の
採

用
は
全
国
で
初
め
て
（
左
参
照
）。

　
愛
労
連
は
「
最
賃
審
議
は
、
最
賃

法
の
３
要
素
（
①
労
働
者
の
生
計
費

②
賃
金
③
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払

能
力
）
―
を
検
討
す
る
も
の
。
し
か

し
生
計
費
資
料
が
少
な
い
」
と
指
摘

し
て
き
ま
し
た
。
愛
知
地
賃
審
の
７

月
29
日
の
専
門
部
会
で
配
布
さ
れ
た

調
査
資
料
は
、
名
古
屋
市
の
若
年
単

身
の
最
低
生
計
費
が
２
０
２
４
年
の

物
価
高
騰
に
よ
る
再
計
算
で
時
給

１
８
０
６
円
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
生
計
費
を
据
え
た
議
論
に
貢

献
す
る
も
の
で
す
。　

　
愛
労
連
は
、
全
国
一
律
で
い
ま
す

ぐ
１
５
０
０
円
、
さ
ら
に
１
７
０
０

円
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

愛労連資料採用愛知地方
最賃審議会

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
改
正
」

改正のポイント

①
賃
金
の
上
限
撤
廃
が
明
確
に

②
保
育
士
、

看
護
師
な
ど
最
低
ク
ラ
ス

　（
１
級
）
に
限
る
必
要
な
し
に

③
単
純
・

定
型
・

補
助
業
務
に
上
限
残
る

　
二
つ
目
は
、
保
育
士
や

看
護
師
な
ど
の
専
門
職
種

の
給
与
に
つ
い
て
、
最
低

ク
ラ
ス
の
１
級
の
水
準
に

限
る
必
要
は
な
く
、
２
級

以
上
も
可
能
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
ま
し
た
（
１

級
、２
級
、３
級
…
と
ア
ッ

プ
す
る
）。

　
三
つ
め
は
、
例
外
と
し

て
、
単
純
・
定
型
・
補
助

的
業
務
だ
け
は
給
与
の
上

限
を
設
け
る
こ
と
を
許
容

し
て
い
ま
す
が
、「
常
勤

職
員
の
初
任
給
基
準
を
上

限
の
目
安
と
す
る
」
の
文

言
は
抹
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
ー
ー
職
員
に
と
っ
て
は

　
松
井　

こ
れ
ま
で
は
極

め
て
例
外
的
な
場
合
を
除

い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
に
上
限
が
設
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
ス
タ
ー
ト
の
水
準
も

低
く
、
概
ね
３
～
５
年
で

昇
給
の
上
限
に
達
し
、
そ

の
後
は
何
十
年
働
い
て
も

昇
給
が
な
く
、
全
体
と
し

て
非
常
に
低
い
水
準
に
お

さ
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
、
給
与

上
限
の
撤
廃
や
専
門
職
の

２
級
以
上
の
容
認
に
よ

り
、
ス
タ
ー
ト
の
水
準
も

含
め
て
働
い
た
年
数
だ
け

昇
給
し
つ
づ
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
働
く
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
、
全
体
的
な
底
上

げ
を
実
現
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ー
ー
今
後
の
見
通
し
は

　

松
井　

今
回
の
改
正

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
初
任
給
設
定
や
昇
給
・

昇
格
制
度
の
考
え
方
を

１
８
０
度
転
換
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
大
き

な
処
遇
改
善
を
勝
ち
取
る

条
件
が
で
き
た
も
の
で
、

私
た
ち
の
運
動
の
大
き
な

成
果
で
す
。

　
一
方
、
今
回
の
改
正
自

体
は
「
寝
耳
に
水
」
と
い

う
感
が
あ
り
、
自
治
体
当

局
も
同
様
と
思
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
労
働
組

合
が
動
か
な
け
れ
ば
当
局

は
動
か
な
い
と
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
。
せ
っ
か
く

勝
ち
取
っ
た
条
件
を
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
改
善
を
現
場

で
手
に
す
る
に
は
、
労
働

組
合
の
運
動
が
不
可
欠
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
が
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め

に
、
た
だ
ち
に
当
事
者
に

中
身
を
知
ら
せ
て
、
そ
の

中
で
組
合
組
織
の
拡
大
を

成
功
さ
せ
、
処
遇
改
善
を

勝
ち
取
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

全
国
で
初
め
て

さ
ん

（北区）内藤壽惟さん


